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開
発
局

２‐
年
度
当
初
ゼ

ロ
国
対
象
工
事

現
時
点
で
‐４０
件
前
後

本
紙
調
査

道
路
が
大
半

開
温
チヤ・，
の
２
０
２
■
中
度
当
初
ゼ
ロ
田
償
対
数
Ｌ
率
件
救
は
、
本
紙
朝
褒
に
よ
る
と
、
筑
時
点
楚
１
■
０
祥
前
後
が
見

込
ま
れ
て
伸
る
。
予
算
額
か
ら
み
る
”
ム

述
鵬
が
大
半
矛
占

め
て
い
る
も
よ
う
。

編鞍

麟

飴

鰯

親

胆 に
お
り
Ｋ
、
ｎ
側
ゆ
ム
鉄
然
を

残
す
が
、
全
体
て
１
４
０
件
猟

度
と
な
る
見
通
し
。
例
年
の
上

種

別
発
注

件

欺
実
撤

を

み
る

と
、

一
般
上
木
一が
６
割
前
後
を

占
め

ｔ
い
る
ほ
か
、
離
お
が
３

割
舶
後
、
揃
漫
が
Ｂ
削
曲
強
と

な

っ
て
い
る
。

対
象
工
享
で
準
腑
の
犠

っ
て

い
る
案
件
は
、
Ю
劇
亀
を．
付
の

砲
遊
見
通
し
に
鞘
蚊
す
る
見
込

み
。
た
だ
、
１
日
付
《
衣
分
の

対

象
と

な

っ
て

い
な

い
案

件

は
、
軸
時
、
発
注
芋
一Ｍ
球

で
公
衆
す
る
。

な

お
、
榊
午
疑
当
製
翌
口
悶

僚
対
象

柱
事
の
入
札
公
常
に

つ

い
て
は
、
世
月
に
ピ
ー
タ
を
迎

え
軋
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獣熱鵡却隷朧燃霜鰯鶴
卵
２３
耐
田
上
技
術
開
発
賞
の

受
賞
猶
が
決
定
し
た
。
館
内
か

ら
は
、
岬
森
川
組

（
蘭
館
、
森

川
４
耐
社
長
）
の

「
ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
消
披
ブ

ロ
ッ
ク
楯
付

件
業
の
効
率
化
ｔヤ
が
創
意
開
発

技

術

笛

を

受

盤
。
２８
日

に

，

持
―
卜
に
よ
る
表
呼
ぶ
が
執
り

出
動
者
数
削
減
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

道
は
、
出
助
と
数
削
減
の
収
組
に
関
す
る

繋
急
ア
ン
ケ
ー
ト
訓
査
を
突
施
し
て
い
る
。

新
理

コ
ロ
サ
ウ
イ
ル
ｋ
蝶
栄
店
の
感
染
拡
大

を
船
よ
え
た
も
の
で
、
剖
☆
結
果
を
今
後
の

労
鱒
施
棗
仕
検
討
す
る
た
め
の
黙
髄
資
料
と

す
る
。
畑
苔
期
限
は
抑
月
■
日
こ
通
の
ホ
ー

ム

ベ
ー
ジ
か
ら
団
掛
が
可
能
と
な

っ
て

い

る
。述

は
現
在
、
人
の
流
＝
々
抑
制
す
る
観
点

か
ら
、
ヽ
必
業
者
に
出
鋤
著
欺
削
減
の
取
組

を
要
請
。
国
が
定
め
る
基
本
的
対
処
方
針
を

始
ま
え
、
出
鋤
者
政
の
７
割
削
減
を
円
指
す

よ
う
武
め
て
い
る
。

今
回
の
ア
メ
ケ
ー
ト
調
査
は
、
今
後
の
労

働
拠
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
が
日
的
。
設
間
は
、
出
勤
著
数
の
削

減
に
向
け
た
取
組
の
状
況
や
、
週
当
た
り
の

出
減
割
合
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

問
■
交
通
省
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
の
滴
止
化
の
社
途
を

図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を

策
定
し
た
。
マ
ン
シ
コ
ン
の
管

理
の
迪
正
化
に
側
す
る
目
標
設

鷹
、
営
躍
組
合
に
よ
る
４
本
的

な
指
針
、
建
掛
と
砥
分
所
有
者

鞘
の
合
惣
序
成
の
促
逃
に
関
す

る
黎
項
な
ど
を
明
記
。
今
後
、

溢
本
的
方
針
を
踏
よ
え
、
各
地

方
公
共
悧
体
が
任
意
で
管
理
計

画
饉
狂
制
度
な
駐
舗
す
る
。

マ
ン
シ
コ
ン
は
、
都
甫
部
な

中
心
に
魏
嬰
な
解
住
形
態

Ｌ

な

一
て
い
る

一
方
、
維
持
管
理

に
■
く
の
諜
懸
が
あ
る
こ
と
が

鈴
木
道
知
事

２
級
水
系
の
流
域
治
水

る
。齢

本
卸
亨
は
、
嬢
亮

・
激
饉

化
す
る
麟

製

警
に
対
応
す
る

観
点
か
ら
、
独
る
１
９
０
水
系

に

つ
い
て
も
プ

ロ
ジ

ェ
´
卜
を

彙
虻
す
る
恵

向

を
表

明
「

汗
＝

水
に
よ
る
被
告
状
況
や
土
地
利

用
状
汎
な
ど
を
船
き

え
、
盤
急

性
の
開
い
河
川
か
ら
プ

ロ
ジ

挽

ク
ト
を
策
定
し
、
乖
様
な
関
係

守
の
方
々
Ｌ
連
携
む

．
溺
強
化

し
な
が
ら
水
密
に
強
い
北
碑
越

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

上
述

べ
た
。

洪
水
対
応
研
修
会
や

選
債
制
度
の
周
知

ヘ

市
町
村
の
支
援

北
谷
啓
単
建
設
部
長
は
、
近

年
、
小
規
模
市
陣
村
を
中
心
に

社
参
携
木
雑
備
を
担
つ
故
術
触

機
の
不
琺
が
深
刻
化
し
、
測
川

建
稀
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が

皿
難
な
状
況
に
山
画
し
て
い
る

闘
状
に
ふ
れ
た
卜
で

４持
張
Щ

船
に
辿
篠

し

た
榔
那
機

百

４，
地

Ｌ
拝
横
術
的
な
的

ど
ぺ

洪
水

対
応
に
関
す
る
知
識
奄
轡
御
す

る
い
催
会
を
実
施
す
る
い
を
生
も

に
、
河
州
、
浚
渫
な
ど
に
お
当

可
能
な
旭
捜
制
度
を
蜘
知
し
、

そ
の
活
用
を
促
す
液
ど
埼
衡
上

も
市
灯
村

へ
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い

心́

と
述

べ
た
。
母
図

陰
入
謗
撥

（
白
民
此

・
遭
民
《

識
）
の
強
門
に
対
す
る
掛
介
。

新
た
に
団
水
系
で
策
定
ヘ

本
年
度
策
定
予
定
４０
本
系
除
く

鈴
木
照
通
知
疹
は
、
２
級
水

系

に
お
け

る
流
域

沿

水

プ

ロ

）
ｉ

″
卜
に
つ
い
て

「
あ
ら
ゆ

る
幽

係
警

の
方

々
が

開
働

し

て
、
流
蚊

…４
休
で
沿
水
対
染
竹

輩

詠

峻

治
水
の
４

榊

曝人
震

顕
要
ｔ・
と
の
試
融
を
示
し
、
年

度
内
に
黎

て
予
定
の
伸
水
系
を

除

く
１
９
０
ム

系

に

お

い

て

も
、
繋
足
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
■
え
を

小
し
た
。
滝
１１
臆

人

譲

偶

（
白

民

党

・
透

民

会

議
）
の
２
間
に
対
す
る
答
介
。

流
蚊

治

水

プ

ロ
ジ

ェ
，
ト

は
、
国
や
流
域
自
治
体
、
企
業

な
ど
が
協
働
し
、
各
水
系
で
猟

点
的
に
実
施
す
る
治
水
対
撫
の

全
体
像
を

不
し
た
も
の
。
近
年

の
気
候
変
動
の
態
糾
に
よ
る
様

路
も
船
ま
え
、

ハ
ー
ド

・
ソ
フ

ト

一
体
と
な

っ
た
事
前
防
美
対

償
の
加
速
化
を
図
る
。

適
建
設
部
で
は
蝿
往
、
速
内

の
２
散
水
系
２
３
０
水
系
の
う

ち
、
湖
川
籍
榊
計
画
に
基
づ
き

河
川
硝
鯖
を
予
定
し
て
い
る
対

水
系
荘
対
数
上
Ｌ
化
般

転

逸

と
ｔ
・，＄
月
よ
姪
に
流
蚊
治
水
助

講
《
を
設
牌
し
、
年
度
末
を
日

途
に
流
破
治
八
プ
ロ
ジ

ェ
，
ト

を
榮
ｔ
す
る
予
定
Ｌ
な

っ
て
い

森
川
組
に
創
意
開
発
技
術
賞

第
２３
回
園
土
技
術
開
発
賞
が
決
定

技
術

鰤
兜
ｔ

ｙ
女
―

の

■
催

で
、
攘
筑
た
新
技
対
と
開
発
に

鵜
わ

っ
た
餃
鉗
者
を
欄
上
交
通

大
臣
が
飛
解
す
る
。

今
回
は
４
間
か
ら
欝

甘

わ
れ

た
＝
作

の
応

警

技

術

に

つ

い

て
、
京
都
大
学
の
池
洲
周

一
名

誉
教
授
を
終
踏
Ｋ
義
す
る
選
考

姿
興
会
が
鶴
査
心
殿
鶴
奔
賞
１

件
、
優
分
賞
２
件
、
人
賞
５
件
、

副
慧
開
る
褒
技
術
雪
３
件
々
沢

定
し
た
。

ぶ

川
組

が

帥

売
し
た

技

術

は
、
既
設
消
艘
プ

ロ
ッ
Ｐ
の
般

換

・
沈

下
佃

所

へ
の

斯

設

，

ロ
ッ
ク
据
付
に
当
た

っ
て
＄
Ｄ

モ

デ
ル

に
よ

る

シ
ミ

，
レ

ー

シ

ュ
ン
を
行
い
、
よ
り
実
態
に

近
い
救
批
の
把
盤
を
可
能
Ｌ
す

る
も
の
。
上
本
部
の
期
四
仕
孝

氏
と
依
★
木
鰹

台
氏
が
、
開
発

を
担
当
ｔ
，た
。

選
弩
に
際
し
て
は

「
と
ぼ
Ｔ

技
術
の
活
用
に
よ
り
、
安
全
性

と
生
眸
性
の
向
上
、
技
術
的
蛾

場
度
の
低
減
を
図
り
、
純
■
掛

理
上
も
有
効
な
技
術
」
と
評
価

さ
れ
た
。

「迦
休
盆
日
健
遼
デ
ー
‐マ
の
２

０
２
■
伴
煙
琳
■
Ш
円
の
取
組

状
況
が
よ
Ｌ
よ

っ
た
。
０
痢
Ｈ

口
の
卵
■
同
一―■
で
は

、
開
発
局

郷
津
ｆ
寧
で
加
工
中

の
舗
郎
、

１
つ
”協
０
仕

漁

籍

Ｔ

）た
。
前

年
度
の
平
均
実
施
状
況

の
鯉
常

Ｌ
比
較
す
る
と
、
働
ポ
イ
ン
ト

に
回

っ
た
。

納

，
日
■
設
け
て
公
共

■
摩

の

踊
場

を

一
斉
に
出

所
す

る

「
週
休
２
日
促
進
デ
ｌ
ｒ
は
、

授
為
汁
指
が

一
体
と
な

っ
て
週

体
２
日
の
確
保
に
対
す
る
意
識

醸
成
部
を
図
る
こ
と
が
日
的
◇

逆
労
働
勝
、
出
発
局
、
道
、
札

幌
巾
と
建
設
業
団
体
等
で
構
成

す
る
北
海
道
蛭
設
業
凹
係
労
働

時
間
削
減
牲
遮
脇
議
《
が
提
噛

』
、
欝
十
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。別

年

度

は
、
年

脚
Ｓ
回

突

施
。
５
月
８
日
、
６
月
１２
樹
、

７
月
悧
日
、
９
月
Ｈ
日
、
い
月

０
日
に
実
施
す
る
計
画
と
な

っ

て
い
る
。

第
１
倒
日
の
５
月
８
騨
は
８

０
０
件
の
う
ち
、
削
郎
に
相
当

す
る
７
４
５
件
、
第
唸
口
Ｂ
の

６
月
１２
Ｈ
は
１
０
９
８
体
の
う

ち
、
８６
％
に
相
】
す
る
０
２
６

件
、
第

都
ロ
ロ
の
７
月
１０
日
は

ｌ
Ｓ
０
４
件
の
う
ち
、
関
％
に

相
当
す
る
■
■
２
■
件
で
実
施

し
た
。

第
４
回
日
の
９
月
■
日
は
、

稔

働

す

る
と
４
６
３
作

の

う

ち
、
実
施
し
た
筑
場
は
誦
妬
に

相
当
す
る
と
２
３
９
件
に
。
Ｓ

割
以
上
の
高
い
水
準
が
糾
続
し

て
い
る
。

行
わ
れ
、
赤
羽

一
第
皿
土
交
通

人
Ｌ
が
駒
績
な
た
た
え
た
。

Ｈ
関
連
紹
襲
４
面
＝

建
設
分
野
に
お
け
る
研
究
開

発
憲
欲
の
高
暢
と
技
術
水
準
の

向
Ｌ
を
倒
的
と
―
ブた
も
の
。　
一

般
期
側
法
人
国
十
技
術
研
究
セ

ン
衣
，
と

一
般
財
闇
法
人
沿
岸

労
働
施
策
検
討
の
資
料
に

道

回
答
期
限
は
１０
月
１
日

開
発
局

週
休
２
日
促
造
デ
ー

施
工
中
８５
％
、
１
２
３
９
件

舛
年
度
４
回
目

９
月
＝
日

魂

．
Ｂ
を
設
け
て
公
共
■
平

の
鶏
場
を
　
斎
に
囲
所
す
る

園
交
省

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
方
針

目
標
設
定
な
ど
を
明
記

管
理
計
画
認
定
制
度
整
備
ヘ

化
に
関
す
る
鳳

撃

設
宅

で
は
、

住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

２５
年
以
上
の
民
期
修
鱒
計
画
に

基
づ
き
、
修
構
積
立
金
々
設
定

し
て
い
る
省
襲
縦
合
の
制
ム
〕
ゼ

旧
榛
と
す
る
。
地
方
公
共
同
体

に
お
い
て
は
、
囲
の
日
標
荘
参

考
と
し

つ
つ
、
管
理
組
合
の
留

意
事
項
、
区
蚊
内
の
マ
ン
シ

ュ

ン
の
状
況
を
把
握
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
遇
切
な
四
標
設

定
が
望
ま
し
い
Ｌ
し
た
る

管
理
組
合
に
よ
る
基
本
的
旅

指
針
で
は
、
螺
と
な
密
摯
権

保
す
る
よ
う
十
分
な
配
慮
や
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
士
等
部
門
的
鞘

識
を
有
す
る
者
の
支
授
を
姿
な

が
ら
、
主
体
性
を
も

っ
て
過
切

な
対
応
を
行
う
よ
う
求
め
て
い

る
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
シ

ュ

ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に

関
す
る
法
律
を
改

正
。
法
律
に

は
、
間
交
省
が

マ
ン
シ

ョ
ン
の

管
理
の
適

五
化
の
性
違
を
図
る

た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

る
こ
と
を
嬢

り
込
ん
だ
。

基
本
的
な
方
針
で
は
、

マ
ン

シ

ョ
ノ
の
管
理
の
適

Ｆ
化
に
関

す
る
国
標
設
定
、
管
理
組
合
に

よ
る
基
本
的
な
指
針
、
建
春
と

区
分
所
有
者
導
の
合
意
形
威
の

促
遺
、
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
適

正

化
推
進
計
画
の
策
定
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
明
記
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
エ
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赤
羽
大
臣
が
表
彰
状
贈
塁

０
３
年
度
に
は
、
中
小
建
設
薬

杵

・
専
出
上
“
業
４
の
副
聴
イ

代
や
ア

ー
デ
″
に

“

ふ
転
た
代

術
を
劇
数
Ｌ
し
た
即

ぶ
聞
為
技

術
虫
や
飛

け
上
‘

Ａ
帝
八
に
は
ホ
羽
衣
ｈ
や
１‐‐ｌ

省
い
Ｌ
岡
峠
丈
機
監
ら
が
出
【

，
…

．
ホ
襲
ペ
ー■
は
到
憩
聞
ヽ
供
抑

賞
に

う
．い
ギ
、
「地

域

の
銀
魁

解

決

の

た

め

に

朗

恥

‘
ｈ

用

し
、
‐‐１１！
奴
に
虫
献
ｔ
′，た
Ｉ

葉
を

表
市
す
る
こ
ヶ
積

、船
年
一
ぷ
献
よ

技
術

‥ぺ
準
山
卜
に
寄
り
い
て
い

る
」
Ｌ
椋
湘
。

‐対
し

い
帥
ト

方

へ
い
転
換
や
生
叶
性
山
に
、

お
悦
ぺ
触
４
の
舶
加

・
イ
持

・

育

成

に
ヽ

つ
な

が

棒
‐
士

ト

た
。生

の
上
で
激
ド
ｔ

‘
槻
恥
化

す
る
白
然

資
嘗

へ
の
対
琳
の
郎

憂
＝
に

口
故
ぃ
「
時
代

い
鶴
締

に
対
し
技
術
開
発
生
さ
ら
に
地

め
、
安
４

・
賞
心
な
出
卜
づ
く

挫
沈
零
い
吐
要
性
を
ふ
し
た
ぃ

今
後
は
新
技
獅
子
ｉ承
く
洋
喪

し
て
業
界
ω
為
飛
に
寄
与
す
る

Ｌ
Ｌ
も
に
、
人
材
の
縦
体
に
も

殉
を
注

い
て

い
く
ち

針
６

「
Ｉ

業
系
以
外
の
人
Ｈ
が
お
辮
す
る

機
余
も
蝸
■
て
い
る
ぃ

‐“イ～―
な
い

分
野
に
――
や
工円
＝
、
＝
い
手
難

昧

・
育
成
い
駅
龍

・
竹
筑
め
て
い

ブ
と

■
な

気
ふ
れ
や
競

，
た
．

第
困
回
国
と
技
術
開
発
賞
表
彰
式

森
川
組
な
ど
の
功
績
た
た
え
る

【
熙

墓

甲

蕉

絣

此

ｔ
）了女
ｌ
ｉ
ｎ
帯
採
ｍ
研
朗
ｔ

ン
々
―
は
郎
口
、
虫
ぶ
郁
内
の

海
巡
ウ
ラ
ア
で
邦
郎
阿
ｍ
上
披

前
山
猟
償
衣
櫂
式
を
報
り

，

↓

た
．ャ
新
型
】
脅
ナ
中
ィ
ル
ス
慰

染
拡
大
附
上
の
観
点
か
ら
、
リ

モ
ー
ト
で
開
償
。
蝉
内
で
は
碑

【
ｌｉｔ
組

ふ
函
館
）
が
劇
慧
開
発

技
術
戯
に
灘
き
、
小
羽

「
撃
田

卜
■
前
人
臣
か
ら
ぶ
川
■

組
社
民
上
期
田
仕
孝
―
ど

Ｔ
＝
途
“

ｋ
に
表
輝
状
が

贈
ら
れ
た

．

測
営
は
、
難
識
Ｌ
業
に

関
す
る
催
柱
注
対
技
術
を

ぺ
ヽ
す
る
も

の
で
、
１
９

９
３
■
度
に
副
設
φ
α
０

リ
モ
ー
ト
で
赤
羽
大
臣

と
記
念
益
影
に
並
ぶ
森

川
社
鍵

（中
央
）
と
娘

墨

畏

３

◎
　
選
森
林
管
理
局

☆
中
翁
期
岡
】
Ю
月
“
日
よ
で

☆
開
札
囲
１１
１０
月
掛
脚

【
旧
山
対
郡
れ
務
拇

地^

・
助
鳩

怖
結
合
蚊
地
内
鰤
曽
―――――
設
懺
子

い
仙
】
―
ム

れ

▼
●
“
Щ
賞

∀
，
事
協
晰
――
山
鰤
巾

蒔

、

◎
　
教
　
育

▼
八
札
参
加
娯
件

Ｖ
措
Ａ
，
――
・
じ

◎

　

進

楼

施

設

ｌ
ｋ
修
器
】

∀
工
事
内
容
増

一

Ｖ
に
期
に
伸
ｔｉ
問

▼
人
札
参
加
要
件

窓

☆
中
髄
朗
闘
注
‐０
月
６
嘲
ま
で

☆
卸
札
懺
＝
１０
月
猟
山

【
提
命

・
恵
豫
鰤
地
Ｋ
は
か
帥

洪
柿
値

】
（
小
椅
猾
古
▼

▼
人
札
参
削
嬰
件

Ｖ
鮒
梃
。
前
装
に
代
す
る

叫
＝

の
機
械
熙
器

・
戦
能
労
働

舌
↑

‐―，
内
に
出
猥

チサー
岬

中
耐
爽
船

「
お
よ

う
年
間
、

船ゞ氏
＝
綴
里
．

修
】

▼
Ｉ
事
慨
四

▼
ｒ
寧
場
所
＝
札
帆
い

Ｖ
ｉ
警
内
併
＝
　
式

∨
舶
漁
お
の
単
体
ｕ
空
畑
、
機

▼
手

ｔ

ぶ
、
石
狩
管
内
に
上
た
る
川
世

（
税
披
▼

理
棟

空

謝

改

Ｖ
Ｉ
期
―Ｉ
Ｗ
年
３
用
益
旧
よ
で

同
極
、

「患

市

僻
森
川
組

（技
術
開
発
着
＝
粗
田
佳
孝
、佐
々
木
健
吾
）

の
海

―

巡

搬

臣

離

が
出
＝
情

（
片
道
１
３
０
０
）
と
時

出
を

要
す
る
と
オ
か
』
、
件
梨
附
問

が
限
ら
れ
る
た
め
、
件
琳
効
ヽ

■
向
Ｌ
さ
せ
る
●
く
が
必
要
だ

と

七

え
、
ぶ

技

術

の

側

４

に

至

，
た
。

【
技
術
の
内
容
】

▼
技
術
の
内
沓

水
技
術
は
消
渋
イ
ｐ
サ
，

い

破
機

・
注
Ｔ
状
汎
■
ド

ロ
ー
ン

測
４

４
無

，
大
、忙
す
る
こ
Ｌ
に
よ

る
賞
今
性
い
向
仕
上
３
沖
ｔ
ｒ

リ
ン
デ
で
事
前
に
消
披
ク
ロ
ッ

ク
の
据
付
ｙ
ミ

，
レ
ー
学

コ
ン

を
行
う
と
Ｌ
に
よ
る
作
業
い
均

ポ
化
、
ま
た
、
生
成
形
状
い
Ｓ

Ｄ
モ
デ

ル

在

側

係

古

と

の

「

ミ

■
，
ケ
ー

ン
コ
メ
ツ
ー
ル
Ｌ

ｔ
′せ
い
利
用
を
日
山
Ｌ
Ｌ
こ
い

エ
ド

ロ
ー
ン
湖
康
に
よ
り
取

仰

ｔ
″
、
郎
村

・
“
坤
を
い
た
点
椰

，
Ｉ
】
任
川
設
泊
汰
ザ

出
■
■

士
，
■
今
は
め
込
み
、
筑
汎
仕

Ｓ
Ｄ
十
，
デーィ
に
よ
″
＝
い
）
Ｌ
、

粕
般
消
世
７

冑
り
，
■

，
ル
，

位

峨

や
山

本

、
咄

設

猫

決

∵

Ｗ
ッ
〕
壮
ず
，ｔ．
ｉ
い
干
渉
ｔ
ヽ
‥
配

暉
に
た
ｏが

‐ぅ
は
め
ム
漁

（
与
吹

め
）
、
新
設
出
泄
′

ロ

ッ
，
い

は
付
メ
ミ

ュ
レ
ー
ン
●
メ
士
行

う

（
与
豊
い
▼
。

は
い
エ

イ，、ァ
だ
漸

設
油

泄

ザ

ロ
メ
，
４
ザ
■
の
正
（
上
設
計

断
面
４
忙
憤
Ｉ
、
４
体
制
数
い

敗
強

士
第

出

弁
ナ
嗅
む
▼
】
■

成
惟
状
の
３
０
ヤ
デ
井
，
ル
単

機
船
オ
ペ
レ
ー

，
々
―
止
憾
撫
喚

有
Ｌ
、
闘
期
に
お
ｔ、
て
ぷ
紀
用

付
鯛
耐
注
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
消
泄
イ

ロ
ッ
々
桝
付
件
業

な
持
う
（

▼
卜
所
の
画
用
構
囲

水

上

部

に

お

け

る

消
渋

７

■ヽ
ッ
Ｐ
い
報
劇
作
業
お
よ
び
据

付
榊
救
の
碑
出
゛
八
中
部
に
関

し
て
は
、
精
度
の
高
い
踊
麗
（
点

紆
，
―
孜
）
が
取
得
で
き
る
か

機
証
が
必
要
ぃ

震

術
の
勘
も

▼
従
＝
、
消
渋
７

け
ッ

‐，
い
趙

十
測
投

（
破
佃

・
沈
下
獄
洲
）

は
鴻
渡

マ
購
サ
ウ
０
，
七
人
の

子
で

ｉｉｌ
測
い
ｔ
い
た
が
本
技
術

で
は
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
る
こ
と

に
よ

り
、
安
４

性

が

１‥‘，Ｊ
卜

い

た
。
よ
た
、
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス

キ

ャ
ナ
ー
等
で
は
計
測
て
き
な

い
部
奇
も
ド

ロ
ー
ン
に
よ
り
計

測
呵
髄
Ｌ
な
り
、
作
業
の
効
率

化
が
で
■
た
。

▼
従
米
、
油
涯
サ

Ｗ
ッ
´
の
指

付
作
業
は
鶏
場
で
熱
煉
機
能
４

が
位
臓
や
山
占
４
見
定
め
、
訊

竹
鮒
誤
卜
な
が
ら
幅
た
付
け
て

い
た

が
、
本
技

術

の

据

イ１ヽ

シ

‥ミ

，
」
，，
―
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
冗

武
形
状
の
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
を
参
半
″

に
据
え
付
け
る

こ
と
で
技
術
的

難
局
度
が
軽
減
し
た
。

▼
征
＊

打
法
で
は
１
整

（
実
施

此
場

廷

は

消

披

ザ

ロ

ッ
ーフ
ヽ

隕
）
の
岬

村
伴
業
―ｌｔ
出
が
９
ヽ

８
‐―ヽ
‘
間
要
し
て
い
た
が
、
本
技

術
を
実
施
し
た
こ
Ｌ
に
よ
り
、

経
同
作
業
時
削
が
約
１

・
５
附

問
に
矩
榊
さ
れ
た
ё
ま
た
、
出

お

う
枢
付
件
業
～
帰
逃
い
村
世

で
の
ｒＦ
業
情
附
士
比
岐
す
る
Ｌ

約
い
％
生
産
性
が
向
上
」
た
ぃ

▼
従
来
の
等
問
陥
、
断
ｎ
■
化

点
の
据
付
ｍ
様
か
ら
の
平
均
腑

山

法
の

典
歓
第

出
と

比

較

し

て
、
よ
り
笑
態
に
近
い
掘
付
削

数
の
常
出
が
で
き
、
飩
■
管
部

の
効
率
化
に
つ
な
が

「
た

（
４

典
０
、
衣
い
）
。

【
技
術
の
社
会
的
液
機
お
よ
び

発
展
性
】

▼
社
会
的
意
幾

ホ
技
術
は
消
波
７

ロ
リ

〓ク
の

破
損

・
沈
ド
状
況
を
ド

ロ
ー
ン

測
琺
て
，
う
こ
Ｌ
に
よ
る
±
４

性
の
向

に
、
３
次
元
モ
デ
ル
で

幅
付
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
メ
を
行

う
こ
と
に
よ
る
件
滋
の
効
小
化

な
ど
社
会
的
要
求
に
則

っ
た
校

術
で
あ
る
。

▼
発
展
性

べ
一【
釣
は
弾
Ｗ
ィ
ロ
ッ
，
い

朗
汎
の
理
舛
上
賞
際
的
＝
出
作

業
蝋
外
は
す

べ
て

ツ
ス
チ
ム
ト

て
の
作
業
に
，．４
０
た
め
、
出
世

ザ
騨
ッ
イ
以
外
の
持
出
ザ
ロ
ッ

す
、
ま
た
は
お
お
Ｉ
Ｉ
以
外
に

も
画
期

で
お
、
汎
用
＝

こ
れ
贋

性
が
れ
い
■
社
え
る
．

【
技
前
の
適
用
史
巌
】

▼
類
拠
漁
海
外
西
防
捜
坪
改
Ｒ

Ｉ
寧

ヽ
―
む
０
１
９
年
６
娼
～
――

月
写
真
０
　
数
量
確
定
新
設

ブ

国
ッ
ク

■

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
消
波
プ

ロ
ッ
ク
据
付
作
業
の
効
率
化

（削
題
）
モ
デ
ル
に
よ
る
数
量
算
定
か
ら
据
付
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

霞

術
開
発
の
秘
紫
お
よ
び
契

趣
従
来
の
出
漣
ザ
出
ッ
・ャ
掛

付

件
業
は

′
Ｌｌ
ｕ
機

船
オ

ペ
レ

ー

求
―
器
の
作
業
漿
が
塊
湧
て
消

渋
，

〕
サ
タ
の
収
よ
る
位
骰
や

向
か
↓
試
け
蛸
ド
ト
な
が
ら
櫨

た
―ヽょ
け
て
お
り
、
＝
鋤
率
よ
蘭

が
あ
る
こ
と
や
、
雄
設
消
渋
ブ

ロ
ッ

，
い
破
拍

，
澁
ド
状
況
を

慨
盛
す

る
た
め
に

は

消
波

ブ

ロ
，
´
の
上
を
人
の
手
で
計
測

す
る
必
要
が
あ
り
、
危
険
だ

っ

た
。ま

た
、
本
技
術
突
施
颯
場
に

お
い
て
は
新
設
消
漣
ブ
ロ
ッ
″
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写
真
０
　
ド
ロ
ー
ン
測
凸

で
取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ

】、
、
μ

●

写
真
ぬ
　
点
群
と
既
設
消

波
ブ
臨
ッ
ク
七
デ
ル

写

築
０

据

付

シ

ミ

ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

写
真
④

新

設

消

波

ブ

国
ッ
ク
と
設
計
断
面

表① 消波ブロック数量変更内容
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